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III II 
ー

(
l
)
成
島
柳
北
の
場
合

(
2
)
土
方
久
元
の
場
合

久
米
邦
武
の
能
楽
再
興

ー
岩
倉
具
視
を
支
え
た
博
覧
強
記

「
久
米
邦
武
と
能
楽
展
」
を
廻
っ
て

現
在
の
能
楽
界
に
お
け
る
久
米
邦
武
の
評
価

オ
ペ
ラ
と
の
共
通
性
か
ら
能
楽
の
価
値
を
認
識
し
た

初
期
の
人
物

(
3
)
岩
倉
具
視
の
場
合

(
4
)
久
米
邦
武
の
場
合

池
内
伯
嘉
が
岩
倉
具
視
説
を
提
唱
し
た
理
由

(
l
)
岩
倉
具
視
説
が
虚
構
で
あ
る
根
拠

(
2
)
池
内
信
嘉
が
虚
構
を
作
り
上
げ
た
理
由
と
時
代
背
景

は
じ
め
に
ー
久
米
美
術
館
開
館
―
―

1
0
周
年
記
念

は
じ
め
に
ー
久
米
美
術
館
開
館
三

0
周
年
記
念

「
久
米
邦
武
と
能
楽
展
」
を
廻
っ
て

佐
賀
出
身
の
歴
史
学
者
で
あ
る
久
米
邦
武
は
特
命
全
権
大
使
の

岩
倉
具
視
率
い
る
使
節
団
の
一
員
と
し
て
一
八
七
一
年
（
明
治

四
）
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巡
行

し
、
そ
の
報
告
書
『
特
命
全
権
大
使
・
米
欧
回
覧
実
記
』
（
以
下
、

『
実
記
』
と
す
る
）
を
著
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
と
め
久
米
邦
武
の
能
楽
界
に
果
た
し
た
役
割

w 

久
米
邦
武
の
能
楽
研
究

(
3
)
岩
倉
具
視
を
支
え
る
人
物
に
徹
し
た
久
米
邦
武

浦

裕

子

一
方
、
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久米邦武の能楽再興

―
二
年
六
月
一
一
日
か
ら
七

が
最
適
で
あ
ろ
う
と
い
う
判
断
を
下
し
た
。
展
覧
会
開
催
の
四
年

な
こ
と
に
今
日
の
能
楽
界
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て

し
ま
っ
た
存
在
と
言
え
よ
う
。
今
回
の
公
開
講
座
「
久
米
邦
武
の

能
楽
再
興
ー
岩
倉
具
視
を
支
え
た
博
覧
強
記
」
の
目
的
の
ひ
と
つ

は
久
米
が
明
治
時
代
の
能
楽
再
興
に
果
た
し
た
役
割
を
検
証
す
る

も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
理
由
を
以
下
に
述
べ

た
い
。久

米
邦
武
と
長
男
の
桂
一
郎
を
記
念
し
て
一
九
八
―
―
年
（
昭

和
五
七
）
に
開
設
さ
れ
た
久
米
美
術
館
が
二

0
―
二
年
（
平
成

ニ
四
）
に
一
―

1
0
周
年
を
迎
え
た
。
美
術
館
で
は
こ
の
記
念
の
年

に
久
米
邦
武
の
人
物
そ
の
も
の
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
を
開
催

す
る
こ
と
を
考
え
、
久
米
と
能
楽
と
の
か
か
わ
り
を
追
究
す
る
の

前
に
遡
る

0
八
年
七
月
に
美
術
館
は
参
事
の
高
田
誠
二
、
学
芸
貝

の
伊
藤
史
湖
・
梶
田
里
佳
、
研
究
員
の
福
川
知
子
・
森
田
健
太

郎
・
高
松
和
子
の
諸
氏
に
よ
る
準
備
を
開
始
し
、
定
期
的
に
会
議

の
場
を
持
つ
な
か
、
筆
者
は
監
修
者
と
し
て

0
九
年
八
月
か
ら
月

一
回
程
度
参
加
し
た
。
そ
の
成
果
は
、

月
ニ
―
一
日
ま
で
久
米
美
術
館
開
館
三

0
周
年
記
念
「
久
米
邦
武
と

能
楽
研
究
に
も
勤
し
み
多
数
の
論
考
を
執
箪
し
た
の
だ
が
、
残
念

て
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
存
在
」
と
述
べ
た
が
、

本
稿
の
冒
頭
で
久
米
邦
武
の
こ
と
を
「
今
日
の
能
楽
界
に
お
い

1

現
在
の
能
楽
界
に
お
け
る
久
米
邦
武
の
評
価

よ
り
農
作
業
な
ど
の
実
験
用
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

ブ
レ
ー
ン

能
楽
ー
岩
倉
具
視
の
能
楽
再
興
を
支
え
た
人
物
展
」
（
以
下
、
「
久

米
邦
武
展
」
と
す
る
）
に
結
実
し
た
が
、
美
術
館
蔵
の
貴
重
な
資

料
を
数
多
く
展
示
し
た
こ
と
な
ど
、
能
楽
研
究
に
資
す
る
内
容
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
「
久
米
邦
武
展
」
開
催
に
当
た
り
、
能
楽
資
料
セ
ン
タ
ー

ち
な
み
に
久
米
美
術
館
は
J
R
山
手
線
の
目
黒
駅
か
ら
徒
歩
一

分
と
い
う
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
久
米
ビ
ル
八
階
に
あ
る
（
住
所

は
東
京
都
品
川
区
上
大
崎
）
。
こ
の
ビ
ル
は
久
米
邦
武
が
『
実
記
』

の
印
税
で
購
入
し
た
と
い
う
広
大
な
地
所
の
一
部
に
建
て
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
久
米
が
こ
こ
を
買
い
求
め
た
目
的
は
居
住
用
と
い
う

沿
う
よ
う
な
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

し
た
。
そ
の
た
め
、
講
座
初
回
と
な
る
今
回
は
と
く
に
展
覧
会
に

の
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
に
協
力
す
る
と
い
う
連
携
を
結
ぶ
こ
と
に

は
特
別
協
力
の
立
場
で
関
与
し
、
久
米
美
術
館
は
二

0
-
―
一
年
度
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①
明
治
初
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
オ
ペ
ラ
を
見
て
能
楽
の
価
値

ロ
フ
ィ
ー
ル
を
付
し
た
。
ま
た
久
米
美
術
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
美

の
業
績
に
は
以
下
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

な
お
本
稿
の
最
後
に
付
録
と
し
て
必
要
と
思
わ
れ
る
人
物
の
プ

じ
つ
は
最
近
に
な
っ
て
、
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

八
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
吉
川
弘
文
館
よ
り
『
久
米
邦
武
歴
史

著
作
集
』
全
六
巻
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
第
五
巻
『
日
本
文
化
史
の

研
究
』
(
-
九
九
一
年
刊
）
に
能
楽
関
係
の
論
考
一
七
編
が
ま
と

ま
っ
て
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
野
文
雄
氏
は
「
こ
の
著
作
集

の
刊
行
に
よ
っ
て
、
久
米
が
能
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
多
く
の
論
文

を
執
筆
し
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
能
楽
研
究
者
は
少
な
く
な
い
で

あ
ろ
う
。
か
く
言
う
筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ
る
」
と
率
直
に
述
べ

て
い
る
。
ま
た
氏
は
、
能
楽
研
究
者
と
し
て
の
久
米
の
存
在
が
忘

れ
ら
れ
た
理
由
を
、
大
隅
一
雄
氏
著
「
久
米
邦
武
と
能
楽
研
究
」

に
言
及
し
つ
つ
「
明
治
四
十
一
年
か
ら
四
十
二
年
に
か
け
て
の
吉

田
東
伍
に
よ
る
世
阿
弥
伝
書
の
発
見
・
紹
介
が
近
代
能
楽
研
究
の

天
野
氏
の
記
述
は
久
米
に
対
す
る
現
在
の
評
価
を
的
確
に
表
す

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
「
久
米
邦
武
展
」
の
準
備
を
進
め
る
う
ち
、

筆
者
は
久
米
が
能
楽
研
究
者
と
い
う
枠
を
超
え
て
明
治
時
代
の
能

楽
界
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
久
米

元
年
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
結
果
」
と
し
て
い
る
。

能
楽
の
研
究
を
行
っ
た
こ
と
。

②
能
楽
史
お
よ
び
作
品
論
・
演
劇
論
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る

一
九
八

を
認
識
し
た
こ
と
。

③
明
治
・
大
正
期
の
能
楽
に
関
す
る
記
録
を
書
き
残
し
た
こ
と
。

②
に
関
し
て
は
前
述
の
と
お
り
、
「
近
代
能
楽
研
究
の
元
年
」

以
前
か
ら
久
米
が
意
欲
的
に
能
楽
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
周
知

さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
に
あ
る
が
、
①
に
関
し
て
は
あ
ま
り
顧
み
ら

れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
も
過
百
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
①

②
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
事
実
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
久
米
の

残
し
た
③
の
貴
重
な
記
録
が
現
在
の
能
楽
研
究
に
十
分
に
活
用
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
③
を
視
野
に
人
れ
つ
つ
、
①
の
経
緯
を
詳
し
く
見

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
な
ぜ
久
米
が
能
楽

界
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
た
存
在
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
原
因
に
つ
い

て
も
改
め
て
追
究
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
②
に
関
し
て

は
、
そ
の
論
考
を
概
観
し
、
久
米
の
能
楽
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
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久米邦武の能楽再興

術
館
作
成
の
「
久
米
邦
武
展
」
チ
ラ
シ
、
「
久
米
邦
武
と
能
楽

関
連
年
表
」
、
「
久
米
邦
武

適
宜
、
参
照
さ
れ
た
い
。

主
な
能
楽
関
連
論
文
」
も
付
し
た
。

オ
ペ
ラ
と
の
共
通
性
か
ら
能
楽
の
価
値
を
認
識
し

た
初
期
の
人
物

七
0
0
年
近
い
歴
史
を
有
す
る
能
楽
に
は
三
度
の
危
機
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
一
が
応
仁
文
明
の
乱
に
よ
っ
て
京
都
が

灰
儘
に
帰
し
た
時
、
第
一
一
が
明
治
維
新
時
、
第
三
が
太
平
洋
戦
争

の
敗
戦
時
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
第
二
の
危
機
が
最
大
の
も
の
で

典
用
の
演
劇
）
で
あ
っ
た
能
楽
は
、
明
治
維
新
に
お
い
て
幕
蒲
体

制
が
瓦
解
し
た
こ
と
に
よ
り
一
雇
用
主
を
喪
失
し
、
極
端
に
衰
微
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
危
機
に
瀕
し
た
能
楽
が
再
興
す
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
従
来
の
定
説
で
は
、
岩
倉
具
視
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

鑑
賞
し
た
オ
ペ
ラ
を
通
じ
て
能
楽
の
価
値
を
発
見
し
た
こ
と
と
言

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
オ
ペ
ラ
と
の
共
通
性
を
見

出
し
た
と
伝
わ
る
人
物
に
は
岩
倉
の
ほ
か
、
た
と
え
ば
成
島
柳

北
、
土
方
久
元
、
久
米
邦
武
ら
が
い
る
。
ま
た
拙
稿
「
岩
倉
具
視

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
江
戸
幕
府
お
よ
び
諸
藩
の
式
楽
（
式

セ
シ
ム

刃

一
八
七
―
一
年
に
東
本
願
寺
法
主
の
大
谷
光
螢
の
欧
州

こ
ヽ
0

t
し

Il 

の
能
楽
政
策
と
坊
城
俊
政
ー
明
治
一

0
年
代
を
中
心
に
」
で
は
、

岩
倉
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
能
楽
と
オ
ペ
ラ
の
共
通
性
に
気
付
い
て
い

な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
が
何
を
契
機
に
オ
ペ
ラ

と
能
楽
の
共
通
性
を
認
識
し
た
の
か
な
ど
を
詳
ら
か
に
し
て
い
き

(
1
)
成
島
柳
北
の
場
合

幕
末
•
明
治
初
期
の
文
人
か
つ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
成

島
柳
北
は
、

視
察
に
随
行
し
、
翌
年
一
丘
一
月
一
―
一
日
に
パ
リ
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し

た
。
そ
の
時
の
様
子
を
『
航
西
日
乗
』
に
記
し
て
い
る
の
で
、
以

下
に
引
用
す
る
（
傍
線
と
番
号
は
筆
者
が
私
に
付
し
た
）
。

此
夜
ブ
ー
セ
イ
同
行
諸
子
ヲ
招
キ
「
オ
ペ
ラ
」
ノ
演
劇
ヲ
観

此
国
第
一
ノ
劇
場
ナ
リ
（
一
席
ノ
価
八
十
フ
ラ
ン

場
内
広
サ
ニ
千
五
百
人
ヲ
容
ル
可
シ

ノ
観
棚
有
リ

劇
皆
古
言
ヲ
用
フ

正
面
二
帝
后

看
客
皆
礼
服
ヲ
着
ク
ル
ヲ
例
ト
ズ

m)
其
演

殆
ド
我
邦
ノ
散
楽
卜
趣
キ
ヲ
同
ジ
ク
ス
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実
二
人
目
ヲ
眩
セ
リ

ス R
 

無
シ

夜
雨

而
シ
テ
女
伎
ノ
舞
踏
二
至
テ
ハ
他
ノ
劇
場
二
異
ナ
ル
所

唯
ダ
美
麗
ヲ
極
ム
ル
ノ
ミ
戯
中
水
底
ノ
景
色
ヲ
示

密
二
銀
線
ヲ
張
リ
中
二
緑
藻
青
拝
ヲ
点
シ
タ
ル
如
キ
ハ

歎
ヲ
尽
ク
シ
テ
帰
ル

①
に
よ
れ
ば
成
島
は
プ
ー
セ
イ
と
い
う
人
物
に
招
か
れ
て
ル
・

ペ
ル
テ
ィ
エ
街
の
オ
ペ
ラ
座
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
、
②
に
あ
る
よ

う
に
能
楽
と
オ
ペ
ラ
の
共
通
性
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
「

(
4
)

久
米
邦
武
の
場
合
」
に
後
述
す
る
が
、
じ
つ
は
久
米
邦
武
が
ベ
ル

リ
ン
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
能
楽
と
の
類
似
性
に
気
付
く
の
が
成
島

の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
日
の
一
日
前
の
三
月
―
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
偶
然
に
は
驚
く
ば
か
り
だ
が
、
成
島
は
能
楽
と
オ
ペ
ラ

の
共
通
性
に
気
付
い
た
ご
く
初
期
の
人
物
な
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
能
楽
が
オ
ペ
ラ
に
匹
敵
す
る
高
い
芸
術
性
を
持
つ
演
劇
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
に
は
二
点
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
第
一
点
は
、
②
に
見

ら
れ
る
ご
と
く
、
成
島
は
オ
ペ
ラ
と
能
楽
の
共
通
点
を
「
古
語
ヲ

用
フ
」
と
し
て
い
る
だ
け
で
能
楽
の
価
値
を
積
極
的
に
評
価
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
第
二
点
は
、
芝
能
楽
堂
が
開
場
し
た

一
八
八
一
年
以
前
に
は
一
般
的
に
能
楽
を
猿
楽
と
称
し
て
お
り
、

「
散
楽
」
と
記
す
柳
北
の
知
識
に
は
限
界
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

点
で
あ
る
。
な
お
①
を
見
る
と
、
成
島
は
オ
ペ
ラ
劇
場
の
壮
麗
な

様
子
に
注
目
し
、
観
客
が
礼
服
を
着
用
す
る
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
こ
の
点
も
久
米
の
記
述
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
や
は

で
述
べ
る
。

り

(
4
)

(2)
土
方
久
元
の
場
合

土
方
久
元
は
農
商
務
大
臣
や
宮
内
大
臣
を
歴
任
し
た
土
佐
藩
出

身
の
政
治
家
で
あ
り
、
能
楽
会
の
初
代
会
頭
を
つ
と
め
る
な
ど
能

楽
界
に
寄
与
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が

オ
ペ
ラ
と
の
比
較
を
通
じ
て
能
楽
の
価
値
に
気
付
い
た
こ
と
は
今

ま
で
話
題
に
上
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
土
方
が
オ
ペ
ラ
と
能
楽
と
の
共
通
性
を
説
い
た
と

す
る
資
料
に
、
飯
田
巽
編
纂
『
能
楽
会
史
」
（
早
稲
田
大
学
演
劇

博
物
館
蔵
）
が
あ
り
、
当
該
の
部
分
を
以
下
に
引
用
す
る
（
傍
線

と
番
号
は
筆
者
が
私
に
付
し
た
）
。

欧
洲
ノ
オ
ペ
ラ
ナ
ル
モ
ノ
ハ
蓋
我
国
ノ
歌
舞
伎
演
劇
ト
ハ
其
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久米邦武の能楽再興

良
運
動
以
降
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
。

得
な
く
な
っ
た
状
況
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
こ
の
記
述
は
演
劇
改

価
値
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
説
を
提
唱

れ
た
一
八
八
六
年
以
降
、
能
楽
界
で
も
歌
舞
伎
を
意
識
せ
ざ
る
を

楽
を
比
較
し
た
結
果
、
歌
舞
伎
よ
り
能
楽
の
ほ
う
が
オ
ペ
ラ
に
似

ど
に
用
い
る
の
が
最
適
で
あ
る
と
述
べ
、
②
は
そ
れ
が
土
方
の
考

池
内
信
嘉
が
岩

①
で
は
、
オ
ペ
ラ
と
類
似
す
る
能
楽
を
も
っ
て
皇
室
の
交
際
な

言

し
か
し
、
『
能
楽
会
史
』
に
土
方
が
能
楽
と
オ
ペ
ラ
に
共
通
性

然
ル
ニ
今
有
志
諸
君

力
能
楽
会
ヲ
興
シ
テ
斯
楽
維
持
発
達
ヲ
謀
ラ
ン
ト
ス
ル
ハ
悩

モ
久
元
力
思
慮
二
投
シ
タ
ル
ノ
挙
ナ
レ
ハ
深
ク
之
ヲ
賛
成
ス

え
と
合
致
す
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、

オ
ペ
ラ
と
歌
舞
伎
と
能

て
い
る
こ
と
を
導
き
出
し
て
い
る
論
法
が
非
常
に
興
味
深
い
。
と

い
う
の
も
、
演
劇
改
良
運
動
を
推
進
す
る
演
劇
改
良
会
が
結
成
さ

能
楽
会
は
能
楽
社
を
改
組
す
る
形
で
一
八
九
六
年
に
発
足
し
た

組
織
だ
が
、
会
頭
の
土
方
が
早
く
に
能
楽
の
芸
術
性
を
認
識
し
て

れ
る
。

引
⑰
爾
来
其
時
機
ノ
来
ル
ヲ
埃
テ
リ

キ
モ
ノ
ハ
能
楽
ヲ
拮
テ
他
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
認
ム
ル
ニ
至

性
を
説
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
賓
料
は
『
能
楽
会
史
』
以
外
に

発
見
で
き
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
状
況
を
考
え
る
と
『
能
楽
会

史
』
の
記
述
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

が
あ
る
と
い
う
所
見
を
持
っ
て
い
た
と
す
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
皿

倉
具
視
説
を
提
唱
し
た
理
由
」
で
考
察
し
た
い
。

(3)
岩
倉
具
視
の
場
合

前
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
の
定
説
で
は
岩
倉
具
視
が
特
命
全
権

大
使
と
し
て
米
欧
を
回
覧
し
た
際
、
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
て
能
楽
の

し
た
最
初
の
人
物
は
能
楽
研
究
家
の
池
内
信
嘉
で
あ
ろ
う
。
『
能

楽
盛
衰
記
』
下
巻
「
東
京
の
部
」
（
以
下
、
『
盛
衰
記
』
と
す
る
）

に
記
さ
れ
た
池
内
の
見
解
を
以
下
に
引
用
す
る
（
傍
線
と
番
号
は

ヲ
知
了
シ
オ
ペ
ラ
ニ
倣
フ
テ
我
帝
室
ノ
交
際
会
廷
二
利
用
へ

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
管
見
な
が
ら
土
方
が
オ
ペ
ラ
と
能
楽
の
共
通

脚
色
異
ナ
ル
所
ア
リ
テ
実
ハ
能
楽
二
類
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト

い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
能
楽
会
の
権
威
を
高
め
る
の
に
有
用



8
 

邦
武
と
西
岡
逢
明
の
こ
と
で
あ
る
が
、
西
岡
は
岩
倉
率
い
る
使
節

そ
れ
で
は
何
を
根
拠
に
池
内
は
こ
の
よ
う
な
説
を
記
し
た
の
で
あ

ロ
ッ
パ
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
た
の
は
一
八
七
三
年
三
月
―
一
日
、

第
二
の
理
由
は
、
『
実
記
』
に
よ
れ
ば
岩
倉
使
節
団
が
ヨ
ー

此
の
時
に
方
り
、
能
楽
再
興
の
機
運
を
醸
成
す
る
に
至
ら
し

め
た
の
は
、
実
に
明
治
四
年
岩
倉
具
視
卿
が
大
使
と
な
っ
て

欧
米
視
察
に
赴
き
、
能
楽
の
捨
つ
べ
か
ら
ざ
る
事
に
心
づ
か

れ
た
の
に
起
る
の
で
あ
る
。
①
（
略
）
其
の
当
時
王
宮
の
饗

宴
に
招
か
れ
、
屡
彼
の
国
の
楽
劇
を
観
ら
れ
る
に
及
ん
で
、

其
の
国
々
に
固
有
の
舞
楽
の
必
要
で
あ
る
事
を
深
く
感
ぜ
ら

れ
、
当
時
随
行
の
久
米
・
西
岡
氏
等
と
も
種
々
談
さ
れ
た
結

果
、
能
楽
保
存
の
必
要
を
認
め
ら
れ
、
帰
朝
後
着
々
其
の
実

現
を
計
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
②

①
に
岩
倉
具
視
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
能
楽
の
価
値
に
い
ち
早
く
気

付
き
、
②
に
「
随
行
の
久
米
・
西
岡
氏
等
」
と
相
談
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
拙
稿
「
岩
倉
具
視
の
能
楽
政
策
と
坊
城
俊

政
」
で
は
、
そ
の
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
理
由
の

第
一
は
、
こ
の
記
述
に
は
不
自
然
な
点
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
岩
倉
が
相
談
し
た
「
久
米
・
西
岡
」
は
久
米

筆
者
が
私
に
付
し
た
）
。

団
で
は
な
く
、
左
院
視
察
団
の
一
員
と
し
て
渡
欧
し
た
の
で
あ
る
。

岩
倉
が
右
大
臣
と
い
う
裔
官
の
立
場
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
左
院

視
察
団
に
属
す
る
西
岡
を
自
身
の
随
行
員
と
す
る
に
は
無
理
が
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
西
岡
は
岩
倉
使
節
団
の
訪
問
日
程
の
途
中
で
参

加
し
途
中
で
掃
国
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
岩
倉
の
随
行
員
で
あ
っ

た
久
米
は
岩
倉
と
一
緒
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
多
く
「
岩
倉
具

視
の
腰
巾
着
」
と
ま
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
久
米
と
西

岡
を
抱
き
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
で
、
岩
倉
が
能
楽
に
つ
い
て
相
談

す
る
状
況
が
現
実
的
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

ベ
ル
リ
ン
の
帝
室
オ
ペ
ラ
劇
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
「

(
4
)
久
米

邦
武
の
場
合
」
で
改
め
て
述
べ
る
が
、
久
米
は
こ
こ
で
の
オ
ペ
ラ

鑑
賞
を
通
じ
て
能
楽
と
の
共
通
性
を
『
実
記
』
に
書
く
の
だ
が
、

一
方
の
岩
倉
は
『
岩
倉
公
実
記
』
同
日
の
記
述
に
「
此
夜
具
視
等

皇
室
ノ
「
オ
ペ
ラ
」
二
陪
従
ス
」
と
あ
る
だ
け
で
、
オ
ペ
ラ
そ
の
も

の
に
対
す
る
所
感
を
述
べ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
岩
倉
が
能
楽
と

オ
ペ
ラ
の
共
通
性
に
言
及
し
た
記
述
を
筆
者
は
探
し
得
て
い
な
い
。
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る。
9

)

。
t
 夜 (

4
)
久
米
邦
武
の
場
合

言
え
る
も
の
だ
が
、
近
年
、
『
実
記
』

刊
行
す
る
。
こ
の
膨
大
な
記
録
は
岩
倉
使
節
団
の
公
式
報
告
書
と

は
「
久
米
が
個
人
的
に
執

筆
を
開
始
し
、
編
纂
が
進
ん
だ
段
階
で
太
政
官
の
公
式
記
録
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

つ
ま
り
、
当
初
か
ら
政
府
の
公
式
記
録
を
残
す
意
識
を
も
っ

て
欧
米
で
見
聞
し
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ

こ
に
個
人
的
な
感
想
を
記
す
余
地
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

『
実
記
』

の
場
合
は
久
米
が
自
発
的
に
書
き
始
め
た
も
の
で
あ
っ

た
た
め
、
彼
個
人
の
所
感
が
随
所
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

こ
こ
に
ベ
ル
リ
ン
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
た
一
八
七
三
年
三
月

13 

―
一
日
の
『
実
記
』
を
引
用
す
る
。

皇
帝
ノ
劇
場
二
赴
ク
〈
是
ヲ
「
オ
ヘ
ラ
」
卜
云
、
諸
種

久
米
邦
武
は
一
八
七
八
年
一

0
月
に
『
実
記
』
を
太
政
官
か
ら

提
唱
し
た
理
由
」
で
考
え
て
み
た
い
。

ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
「

III

池
内
信
嘉
が
岩
倉
具
視
説
を

る
だ
け
で
、
「
猿
楽
」
と
の
類
似
性
に
触
れ
る
内
容
に
は
な
っ
て

享
あ
り

但

八
四
年
八
月
）
に
か
け
て
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
思
う
と
、
久
米
が

成
島
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。

久
米
は
一
八
七
三
年
に
婦
国
す
る
と
『
実
記
』
草
稿
を
書
き
始

め
る
が
、
そ
の
決
定
稿
を
作
成
す
る
ま
で
に
一

0
回
以
上
の
推
敲

を
重
ね
た
と
思
わ
れ
る
。
帰
国
直
後
の
草
稿
に
は
「
夜
オ
ペ
ラ
の

王
は
来
ら
ず
」
と
書
か
れ
て
い

王
の
観
場
な
り

月
新
誌
』

―
一
八
号
か
ら
一
五
三
号
(
-
八
八
一
年
―
一
月
か
ら

討
す
る
必
要
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
『
航
西
日
乗
』
が
『
花

『
実
記
』
に
個
人
的
な
所
感
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す

る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
劇
の
ジ
ャ
ン
ル
の
な
か
で
、
最
上
等
で
あ

る
点
が
「
オ
ヘ
ラ
」
と
「
猿
楽
」
（
当
時
は
能
楽
を
猿
楽
と
言
う

の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
）
に
共
通
す
る
と
い
う
指
摘
は
、
あ
く
ま

で
も
久
米
の
感
想
と
言
え
る
も
の
で
、
岩
倉
も
同
様
に
感
じ
た
の

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
前
述
し
た
よ
う
に
成
島
柳
北
が

パ
リ
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
能
楽
と
の
共
通
性
を
説
い
た
の
が
三
月

―
―
一
日
で
あ
る
。
こ
の
偶
然
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
検

ノ
芝
居
中
ニ
テ
最
上
等
ナ
ル
モ
ノ
猶
我
猿
楽
ノ
如
シ
〉
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繰
り
返
し
に
な
る
が
、
久
米
が
『
実
記
』
を
出
版
し
た
の
は

一
八
七
八
年
で
あ
り
、
こ
れ
は
成
島
柳
北
が
『
航
西
日
乗
』
を

『
花
月
新
誌
』
に
掲
載
し
始
め
た
八
一
年
よ
り
三
年
も
前
の
こ
と

で
あ
り
、
土
方
久
元
が
能
楽
会
会
頭
に
就
任
し
た
九
六
年
よ
り

一
八
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
岩
倉
具
視
が
オ
ペ
ラ
に

か
か
わ
る
感
想
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
オ
ペ
ラ
を
鑑
賞
し
て
、
そ
の
比
較
か
ら
能
楽
の
価
値
に
気
付

い
た
最
初
の
人
間
は
久
米
で
あ
る
と
断
言
で
き
よ
う
。

ら
完
成
稿
で
は
「
オ
ヘ
ラ
」
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。

是
ヲ
「
オ
ペ
ラ
」
卜
云

ノ
猶
我
猿
楽
二
似
タ
リ
」
と
、
最
も
上
品
な
演
劇
で
あ
る
点
が
能

楽
と
共
通
す
る
と
記
す
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
が
久
米
自
身
の
所
感

で
あ
っ
た
た
め
、
推
敲
を
重
ね
た
結
果
、
最
終
的
に
「
猶
我
猿
楽

ノ
如
シ
」
と
切
れ
味
の
よ
い
表
現
に
落
ち
着
い
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
当
初
は
「
オ
ペ
ラ
」
と
書
い
て
い
た
の
に
、
残
念
な
が

ク

芝
居
ノ
内
ニ
テ
最
モ
上
品
ナ
ル
モ

い
な
い
。
そ
れ
が
七
六
年
頃
に
な
る
と
「
夜

帝
ノ
観
劇
場
二
赴

ロ
及
し
た
資
料
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

池
内
信
嘉
が
岩
倉
具
視
説
を
提
唱
し
た
理
由

(
1
)
岩
倉
具
視
説
が
虚
構
で
あ
る
根
拠

前
述
し
た
よ
う
に
、
岩
倉
具
視
が
能
楽
と
オ
ペ
ラ
の
共
通
性
に

一
九

0
四
年
一

0
月

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
能
楽
文
学
研
究
会
で
久
米
邦
武
が
能
楽
再

興
の
経
緯
を
講
演
し
た
際
、
自
分
こ
そ
岩
倉
に
能
楽
の
価
値
を
進

言
し
た
こ
と
を
発
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
少
々
長
く
な
る
が
次

に
そ
の
講
演
記
録
（
以
下
、
「
能
楽
文
学
講
演
」
と
す
る
）
を
紹

介
す
る
（
傍
線
と
番
号
は
筆
者
が
私
に
付
し
た
）
。

私
は
能
は
元
と
至
っ
て
不
案
内
で
小
謡
の
―
つ
も
知
ら
ぬ
も

の
で
し
た
か
、
不
図
し
た
事
か
ら
、
岩
倉
贈
相
国
が
能
楽
社

を
創
め
ら
れ
、
芝
山
内
へ
能
楽
堂
を
建
設
せ
ら
る
頃
の
参
謀

と
な
り
、
引
続
い
て
能
楽
社
の
幹
事
と
な
り
、
十
余
年
間
能

楽
の
世
話
を
余
儀
な
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
り
、
色
々

の
出
来
事
に
遭
遇
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
本
日
は
其

経
歴
の
御
話
を
致
さ
う
と
思
ひ
ま
す
①
（
略
）

諸
君
も
御
承
知
の
通
り
ベ
ル
サ
イ
ム
に
荘
大
な
王
宮
が
有

皿
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す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
が
、

日
本
に
行
れ
て
居
る
も

は
自
国
に
成
立
っ
た
も
の
を
捨
て
て
し
ま
う
弊
が
あ
る
が
、

一
体
日
本
人
は
歌
舞

音
楽
の
事
に
迂
濶
で
あ
っ
て
、
優
美
な
娯
楽
を
得
る
道
に
乏

し
い
、
芝
居
が
一
般
の
風
俗
舞
歌
と
な
っ
て
居
る
が
、
是
は

セ
ー
ト
ル
と
比
す
べ
き
も
の
で
大
分
品
位
が
落
る
、
日
本
で

で
は
能
は
帰
国
ま
で
に
は
潰
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
、

礼
服
を
着
て
見
る
も
の
と
い
へ
ば
能
で
あ
る
が
、
今
の
有
様

一
体
日
本

後
来
歌
舞
音
楽
が
発
達
し
て
来
る
場
合
に
、
西
洋
の
真
似
計

り
す
る
で
も
あ
る
ま
い
、
音
楽
歌
舞
は
其
国
民
の
性
情
に
適

の
で
は
能
よ
り
外
に
は
取
る
も
の
が
な
い
、
ど
う
か
し
て
能

を
保
存
す
る
道
を
立
て
た
い
の
だ
が
と
い
ふ
こ
と
を
話
合
っ

た
の
で
す
が
、
是
れ
が
私
が
芝
へ
能
楽
堂
を
建
て
、
能
楽
保

存
の
世
話
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
運
命
の
誘
引
に
な
っ
た
の
で
あ

起
る
）
②
‘
其
時
段
々
話
が
進
ん
で
、

能
拝
見
と
い
へ
ば
能
く
判
っ
た
の
だ
と
話
し
ま
し
た

（
笑
声

つ
て
、
其
中
に
オ
ペ
ラ
堂
と
い
ふ
も
の
は
実
に
荘
麗
を
極

め
た
も
の
で
、
一
日
友
人
西
岡
違
明
と
共
に
之
を
順
覧
し

て
、
是
れ
だ
か
ら
礼
服
が
入
る
の
で
あ
る
、
元
来
訳
語
が
悪

い
の
だ
、
芝
居
見
物
に
礼
服
と
い
ふ
か
ら
怪
ん
だ
の
で
、
御

書
を
送
っ
て
来
ら
れ
て
私
に
も
意
見
を
言
へ
と
の
こ
と
で
あ

く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
キ
ッ
パ
リ
言
切
り
ま
し
た

っ
た
歌
舞
音
楽
の
進
歩
せ
ぬ
の
は
文
明
の
世
の
中
に
於
て
恥

ら
、
ー
決
し
て
捨
て
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
自
国
に
成
立

と
も
五
六
百
年
の
間
に
進
歩
し
た
大
仕
掛
け
の
も
の
で
す
か

明
治
―
一
年
の
暮
と
記
憶
し
ま
す
が
、
岩
倉
ベ
ム
か
ら
召
れ
た

か
ら
往
て
見
ま
す
る
と
、
能
は
保
存
す
べ
き
か
、
自
然
に
放

て
心
に
あ
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
直
に
保
存
の
道
が
付
く
な
ら

ば
無
論
保
存
す
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
、
日
本
は
自
分
の
国

に
成
立
っ
た
も
の
を
掬
棄
し
て
仕
舞
ま
す
が
、
能
は
少
な
く

づ
べ
き
事
で
あ
り
ま
す
と
申
た
ら
、
又
能
は
如
何
な
る
も
の

か
と
の
御
尋
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
是
れ
は
日
本
の
風
俗
歌

舞
で
、
人
の
精
神
を
慰
め
る
為
に
用
る
も
の
で
、

四
角
張
つ

た
も
の
で
な
い
と
思
ひ
ま
す
、
其
由
来
に
就
て
は
色
々
調
べ

た
こ
と
も
あ
り
、
又
私
の
説
も
あ
り
ま
す
、
兎
も
角
国
に
無

①
、
そ
れ
な
ら
ば
保
存
法
を
考
へ
て
見
よ
と
の
事
で
其
日
は

別
れ
其
後
一
ヶ
月
程
経
つ
て
保
存
方
法
を
立
ら
れ
、
其
方
法

任
し
て
置
く
べ
き
か
と
い
ふ
問
題
が
出
ま
し
た
、
そ
こ
で
予

り
ま
す
。
③



12 

り
ま
し
た
、
其
大
略
を
申
せ
ば
、
其
頃
流
行
の
予
算
と
い
ふ

筆
法
で
、
大
華
族
に
醜
金
さ
せ
、
十
五
ヶ
年
の
積
利
法
で
あ

っ
た
の
で
す
、
そ
こ
で
私
は
之
を
持
て
岩
倉
公
の
所
へ
行

き
、
是
計
り
の
金
を
集
め
て
能
を
保
存
す
る
と
は
望
み
が
無

い
、
給
禄
全
廃
の
世
の
中
で
、
僅
か
給
料
代
り
の
救
憧
す
る

位
の
事
で
維
持
の
道
が
立
つ
も
の
で
無
い
と
、
実
は
悪
口
を

言
っ
た
の
で
す
、
そ
ん
な
ら
ど
う
す
る
か
と
詰
問
さ
れ
ま
し

た
か
ら
、
能
師
自
身
に
は
芸
道
研
磨
の
競
争
心
を
起
さ
せ
、

一
方
に
向
ひ
て
は
一
般
を
勧
誘
し
て
其
流
行
を
促
す
こ
と
と

な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
、
今
梅
若
実
が
自
宅
に
舞
台
を

立
て
て
芸
道
を
維
持
し
て
居
る
が
、
見
物
人
が
少
な
く
て
誠

に
哀
れ
な
も
の
で
あ
る
、
是
れ
も
僅
か
に
観
世
流
の
一
部
丈

け
で
あ
っ
て
、
其
他
各
流
の
芸
人
は
、
舞
台
も
持
た
ね
ば
、

芸
道
を
研
磨
く
事
も
出
来
ぬ
、
依
つ
て
先
づ
舞
台
を
建
て

て
、
各
芸
人
に
芸
道
を
研
磨
す
る
道
を
開
い
て
や
り
、
ノ
ム
衆

を
誘
導
し
て
観
能
を
促
し
、
自
然
の
競
争
場
裡
に
、
芸
も
進

め
ば
人
気
も
集
る
と
い
ふ
風
に
補
助
誘
導
す
る
の
で
な
く
て

は
、
兎
て
も
保
存
の
道
は
立
ち
ま
せ
ぬ
と
申
た
⑤
、
岩
倉
公

と
い
ふ
方
は
始
め
は
烈
し
く
叩
付
て
中
々
や
か
ま
し
い
が
、

太
郎
冠
者
の
ア
ド
役
を
勤
め
る
様
な
訳
で
、
丸
で
靱
猿
の
狂

一
方
は
お
大
名
、

梅
若
に
も
仰
付
ら
れ
た
い
と
い
ふ
の
で
、
両
人
を
相
談
役
と

し、

一
方
は
猿
楽
師
、
其
の
中
に
立
つ
て

れ
で
は
是
れ
迄
に
芸
道
を
維
持
し
て
居
た
こ
と
で
あ
る
か
ら

る
る
方
で
あ
っ
た
か
ら
、
暫
く
私
の
顔
を
見
詰
て
居
ら
れ
た

が
、
成
程
貴
様
の
言
ふ
の
が
良
い
、
其
れ
で
は
其
方
針
で
や

ら
う
、
じ
つ
は
今
四
人
程
頻
り
に
能
の
保
存
を
主
張
し
て
居

る
も
の
が
あ
る
、
近
日
其
連
中
を
呼
ぶ
か
ら
貴
様
も
来
い
と

言
れ
ま
し
た
が
、
其
四
人
と
い
ふ
は
九
条
公
、
加
賀
の
御
隠

居
、
坊
城
式
部
頭
、
藤
堂
侯
で
あ
っ
て
、
外
に
丸
岡
式
部
助

も
加
り
、
論
議
の
引
か
か
り
か
ら
自
分
も
加
ら
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
こ
と
と
な
り
、
猶
加
へ
る
人
は
無
い
か
と
の
事
で
、
そ

の
頃
同
勤
で
あ
っ
た
重
野
安
繹
は
、
小
鼓
を
打
つ
関
係
も
あ

る
か
ら
、
是
れ
を
加
へ
る
が
良
か
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な

り
、
程
な
く
会
合
も
催
さ
れ
、

い
よ
い
よ
能
舞
台
も
建
て
、

能
楽
保
存
を
や
ら
う
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
岩
倉
公
の
御
説

で
、
能
役
者
と
い
ふ
と
猿
の
様
な
奴
計
り
だ
が
、
宝
生
九
郎

は
猿
で
な
い
、
随
分
話
せ
る
か
ら
あ
れ
に
相
談
を
せ
い
、
其

自
分
が
一
度
悟
ら
る
る
時
は
、
頓
着
な
く
人
の
説
を
容
れ
ら
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る
。
つ
ま
り
、
久
米
と
西
岡
は
オ
ペ
ラ
劇
場
と
い
う
建
築
物
を
見

ペ
ラ
は
品
格
の
あ
る
演
劇
で
あ
り
、
そ
の
鑑
賞
は
「
お
能
拝
見
」

）
と
や
、
『
実
記
』

の
伝
え
る
雰
囲
気
と
あ
ま
り
に
か
け
離
れ
て

の
一
種
と
考
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
あ
り
、
オ

「
セ
ー
ト
ル
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、

オ
ペ
ラ
も
セ
ー
ト
ル

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
当
時
は
庶
民
が
楽
し
む
演
劇
で
あ
っ
た
歌

に
国
民
娯
楽
の
必
要
を
感
じ
」
た
人
の
文
章
と
は
と
う
て
い
思
え

厳
な
オ
ペ
ラ
劇
場
を
見
て
、
オ
ペ
ラ
は
正
装
し
て
鑑
賞
す
る
演
劇

内
裕
一
氏
の
二
壮
麗
な
る
オ
ペ
ラ
堂
を
見
る
に
至
っ
て
、
痛
切

際
、
友
人
の
西
岡
逢
明
と
と
も
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
あ
る
荘

「
オ
ペ
ラ
」
堂
ヲ
以
テ
議
院
ト
ナ
シ
タ
リ
」
と
あ
る
だ
け
で
、
竹

ま
た
、
②
の
記
述
に
は
、
久
米
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
訪
問
し
た

記』

一
月
一
日
に
「
「
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
」
宮
二
政
府
ヲ
設
ケ
、
其

た
と
い
う
定
説
を
覆
す
内
容
に
な
っ
て
い
よ
う
。

い
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
内
の
オ
ペ
ラ
劇
場
に
つ
い
て
は

『実

の
ご
と
く
能
楽
保
存
の
必
要
性
を
連
想
し
た
様
子
は
う
か
が
え
な

言
を
や
っ
て
居
る
様
な
関
係
で
あ
っ
た
の
で
す
（
大
笑
）

④
を
見
る
と
、

一
八
七
八
年
暮
頃
に
岩
倉
に
呼
び
出
さ
れ
た
久

米
は
能
楽
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
の
保
存
の
可

否
を
尋
ね
ら
れ
、
日
本
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
と

即
答
し
た
と
あ
る
。
同
年
七
月
、
青
山
大
宮
御
所
の
能
舞
台
開
設

に
岩
倉
が
尽
力
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
岩
倉
が
能
楽
の
価
値
に
い
ち
早
く
気
が
付
い

や
や
不
審
を
感
じ
る

舞
伎
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
「
芝
居
」
に
対
応
す
る
外
国
語
に

と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

ル
サ
イ
ユ
を
訪
れ
、
同
月
一
五
日
に
再
び
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
に
赴
き

陸
軍
士
官
学
校
を
見
学
し
た
あ
と
宮
殿
を
一
覧
し
て
い
る
。
し
か

し
『
実
記
』
に
は
、
②
の
よ
う
に
西
岡
と
壮
麗
な
オ
ペ
ラ
劇
場
を

の
ん
び
り
と
順
覧
し
な
が
ら
「
お
能
拝
見
」
に
思
い
を
馳
せ
、
③

な
い
ほ
ど
、
簡
潔
に
そ
の
時
の
現
状
を
表
現
し
た
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
は
正
鵠
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
成
島
と

同
様
、
建
築
物
と
し
て
の
オ
ペ
ラ
劇
場
か
ら
能
楽
を
連
想
し
た

い
る
点
な
ど
、
『
航
西
日
乗
』
を
意
識
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

「
能
楽
文
学
講
演
」
の
内
容
に
は
検
討
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
。

一
八
七
―
一
年
―
一
月
一
六
日
で
あ
り
、
七
三
年
一
月
一
日
に
ヴ
ェ

て
、
オ
ペ
ラ
と
能
楽
の
共
通
性
を
話
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な

み
に
久
米
が
ド
ー
バ
ー
海
峡
経
由
で
フ
ラ
ン
ス
に
渡
っ
た
の
が
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そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
久
米
の
発
言
は
示
唆
に
富
ん
で
い

る
。
と
い
う
の
は
『
盛
衰
記
』
に
は
「
当
時
随
行
の
久
米
•
西

岡
氏
等
と
も
種
々
談
さ
れ
た
結
果
、
能
楽
保
存
の
必
要
を
認
め

ら
れ
、
帰
朝
後
着
々
其
の
実
現
を
計
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
「
久

米
・
西
岡
」
と
い
う
名
前
が
揃
っ
て
い
る
が
、
前
述
の
ご
と
く
岩

倉
具
視
が
こ
の
二
人
と
相
談
す
る
不
自
然
さ
を
考
え
る
と
、
池
内

は
「
自
分
と
西
岡
が
話
し
合
っ
た
」
と
い
う
久
米
の
発
言
を
「
岩

倉
が
二
人
に
相
談
し
た
」
と
改
変
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
推
測
が
あ
な
が
ち
的
外
れ
で
な
い
と
思
わ
れ
る

の
は
、
池
内
は
能
楽
文
学
研
究
会
の
発
起
人
の
一
人
で
あ
り
、
も

19 

ち
ろ
ん
当
日
も
参
加
し
て
久
米
の
講
演
を
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に

『
能
楽
」
は
池
内
が
発
行
し
て
い
た
雑
誌
で
あ
り
、
当
然
「
能
楽

文
学
講
演
」
を
読
ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
オ
ペ
ラ

同
様
の
価
値
を
見
出
し
た
の
は
岩
倉
よ
り
久
米
の
ほ
う
が
早
い
こ

と
も
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
池
内
は
意
識
的
に
前
述
の

よ
う
な
「
岩
倉
・
久
米
・
西
岡
の
三
人
で
相
談
し
た
」
と
い
う
虚

構
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
結
論
を
導
い
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

(2)
池
内
信
嘉
が
虚
構
を
作
り
上
げ
た
理
由
と
時
代
背
景

そ
れ
で
は
な
ぜ
池
内
信
嘉
が
こ
の
よ
う
な
虚
構
を
作
り
上
げ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

「
能
楽
文
学
講
演
」
⑤
で
久
米
邦
武
は
岩
倉
具
視
に
能
舞
台
を

建
設
す
る
こ
と
を
進
言
す
る
。
能
役
者
が
切
磋
琢
磨
す
る
場
で
あ

る
能
舞
台
を
用
意
す
る
こ
と
で
芸
位
が
上
が
り
、
そ
れ
が
観
客
動

員
に
繋
が
り
、
能
楽
の
再
興
の
道
も
開
か
れ
る
と
計
算
し
た
の
で

あ
る
。
競
争
原
理
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
久
米
の
思
考
に
は
近
代

的
合
理
性
が
看
取
で
き
る
が
、
「
能
楽
文
学
講
演
」
①
に
よ
れ
ば
、

久
米
は
芝
能
楽
堂
の
運
営
母
体
で
あ
る
能
楽
社
の
「
参
謀
」
と
し

て一

0
年
間
ほ
ど
芝
能
楽
堂
で
催
さ
れ
る
公
演
の
制
作
に
か
か

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
幸
な
こ
と
に
能
楽
会
設
立
に
当

た
っ
て
排
斥
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
当
時
の
こ
と
を
久
米
は
以
下

の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

久
米
如
き
迂
濶
な
男
に
任
せ
る
か
ら
此
様
な
事
に
な
る
の
だ

と
、
終
に
不
服
な
人
々
が
現
在
の
能
楽
会
を
組
織
し
、
私
は

こ
の
団
体
か
ら
放
逐
さ
れ
、
十
年
の
職
務
は
至
っ
て
不
首
尾

に
終
っ
た
が
、
私
と
し
て
は
肩
の
荷
が
下
り
た
様
な
も
の
で
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氏
は
内
蔵
助
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
意
上
達
の
上
に
最
も
都
合
が
よ

で
あ
る
。

一
方
の
飯
田
に
対
し
て
は
「
飯
田
罪
氏
の
出
馬
」
と
い

こ
れ
に
よ
る
と
、
久
米
を
「
放
逐
」
す
る
た
め
に
能
楽
会
を
設

立
し
た
ご
と
く
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
ま
り
根
拠
の
な

い
推
論
で
あ
る
が
、
飯
田
巽
が
久
米
を
追
い
出
し
た
の
で
は
な
い

で
活
動
す
る
に
は
飯
田
と
協
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、

飯
田
と
何
ら
か
の
確
執
が
あ
っ
た
久
米
が
能
楽
社
に
貢
献
し
た
事

実
を
無
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た

と
え
ば
『
盛
衰
記
』
「
第
四

し
て
は
能
楽
社
の
「
参
謀
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
一
切
触
れ
ず

に
「
重
野
・
久
米
両
博
士
の
手
に
成
つ
た
日
本
歌
舞
源
流
考
の
著

も
こ
の
時
で
あ
っ
た
」
と
歴
史
学
者
と
し
て
の
側
面
を
記
す
だ
け

う
項
目
を
設
け
、
林
直
庸
の
死
去
に
伴
い
「
取
締
の
一
員
に
列
し

て
居
ら
れ
た
当
時
の
内
蔵
助
飯
田
巽
氏
が
出
て
林
氏
に
代
ら
る
る

こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ
る
。
「
第
六

能
楽
会
の
設
立
」

で
も
会

頭
の
土
方
久
元
が
宮
内
大
臣
で
あ
っ
た
た
め
「
常
務
会
幹
飯
田
巽

能
楽
社
の
設
立
」

で
、
久
米
に
関

な
錦
絵
の
特
質
を
考
慮
し
て
も
「
紅
葉
館
舞
台
開
図
」
に
は
驚
く

よ
う
。
た
と
え
ば
「
久
米
邦
武
展
」
の
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ
た
錦

位
の
岩
倉
具
視
が
早
く
に
能
楽
の
価
値
に
気
付
き
、
久
米
と
西
岡

に
命
じ
て
再
興
の
可
能
性
を
探
ら
せ
た
、
と
い
う
虚
構
を
作
り
上

げ
る
と
い
う
苦
肉
の
策
を
講
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

池
内
が
虚
構
を
記
し
た
の
は
彼
の
個
人
的
な
事
情
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
歴
史
的
背
景
を
見
る
こ
と
も
で
き

絵
「
紅
葉
館
舞
台
開
図
」
は
一
八
八
一
年
四
月
の
芝
能
楽
堂
舞
台

開
き
に
お
い
て
宝
生
九
郎
知
栄
が
〈
高
砂
〉
の
前
シ
テ
を
演
じ
て

い
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
錦
絵
は
正
確
さ
よ
り
も
華
や

か
な
雰
囲
気
を
描
く
こ
と
を
優
先
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
よ
う

よ
う
な
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
に
場
面
が
〈
高
砂
〉

前
場
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
太
鼓
方
が
演
奏
し
て
い
る
点
が
指

だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
池
内
に
と
っ
て
当
時
の
能
楽
界

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
土
方
よ
り
身
分
も
立
場
も
上

ペ
ラ
を
見
て
能
楽
の
価
値
に
気
付
い
た
」
と
書
く
の
に
躊
躇
し
た

す
る
際
、
「
土
方
よ
り
久
米
の
ほ
う
が
早
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
オ

う
説
が
流
布
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
池
内
は
『
盛
衰
記
』
を
出
版

能
楽
会
の
権
威
付
け
に
土
方
が
能
楽
の
価
値
を
発
見
し
た
と
い

あ
っ
た
。

く
」
と
、
飯
田
の
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。
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西
欧
に
お
い
て
絶
対
的
権
力
者
は
視
覚
化
さ
れ
る
こ
と
で
、
さ

゜
、つ

0

、、ヵ

一
目
見
れ
ば
天
皇
と
わ
か
る
よ
う
な
描
き
方
が
さ
れ
た
と
い

言
い
回
し
は
久
米
一
流
の
も
の
で
、
佐
賀
藩
士
で
あ
っ
た
彼
は
武

い
人
間
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
謙
遜
に
満
ち
た
こ
の
よ
う
な

謡
を
全
然
知
ら
ず
能
楽
に
関
す
る
知
識
な
ど
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

描
く
場
合
、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
そ
れ
を
書
く
こ
と
は
な
か
っ
た

「
能
楽
文
学
講
演
」
①
の
冒
頭
で
久
米
は
自
身
の
こ
と
を
、
小

い
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

舞
台
開
き
初
日
は
英
照
皇
太
后
の
行
啓
が
あ
っ
た
。
し
か
し
錦

絵
に
は
髯
を
た
く
わ
え
た
軍
服
姿
の
男
性
が
見
所
の
中
心
に
座
る

構
図
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
男
性
が
誰
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い

行
幸
が
な
か
っ
た
天
皇
の
姿
を
堂
々
と
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

錦
絵
の
大
ら
か
な
感
性
を
確
認
す
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
通
用
し
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
池
内
が
『
盛

衰
記
』
を
著
し
た
の
は
一
九
二
六
年
で
あ
る
が
、
士
方
よ
り
高
貴

な
身
分
の
人
物
が
能
楽
の
価
値
を
認
識
し
た
と
い
う
説
を
立
て
る

こ
と
に
抵
抗
が
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
明
治
天
皇
が
錦
絵
に
姿
を
現
す
よ
う
に
な
る
の
が

一
八
七
六
年
の
東
北
巡
幸
の
前
後
か
ら
で
、
錦
絵
に
天
皇
の
姿
を

に
な
り
、
天
皇
が
見
た
能
楽
と
い
う
芸
術
も
そ
の
権
威
を
高
め
る

こ
と
に
繋
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
絵
師
に
そ
こ
ま
で
の
意
図
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
行
幸
の
な
か
っ
た
天
皇
が
能
楽

を
叡
覧
す
る
構
図
を
持
つ
錦
絵
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
な

(3)
岩
倉
具
視
を
支
え
る
人
物
に
徹
し
た
久
米
邦
武

『
盛
衰
記
』
の
記
述
に
虚
構
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
久
米
邦
武
の

業
績
を
再
評
価
す
べ
き
時
期
が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
久
米
が
忘
れ
ら
れ
た
の
は
『
盛
衰
記
』
だ
け
が
原

因
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

受
け
て
、
は
じ
め
て
気
付
い
た
次
第
で
あ
る
。

ぉ
「
紅
菓
館
舞
台
開
図
」
に
関
し
て
は
伊
藤
史
湖
氏
の
ご
指
摘
を

が
、
明
治
天
皇
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
実
際
の

明
治
天
皇
を
視
覚
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
は
見
ら
れ
る
存
在

摘
で
き
る
が
、
こ
れ
は
絵
師
の
無
知
か
ら
生
じ
た
間
違
い
で
あ
ろ

う
。
も
う
一
点
、
絵
師
が
わ
ざ
と
事
実
と
は
異
な
る
描
写
を
し
て

「
紅
莱
館
舞
台
開
図
」
の
発
想
に
は
、
能
楽
と
い
う
芸
術
を
見
る

ら
に
そ
の
権
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
錦
絵
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さ
ら
に
、
拙
稿
「
岩
倉
具
視
の
能
楽
政
策
と
坊
城
俊
政
」
に
書

り
オ
ペ
ラ
）
と
同
様
、
国
賓
接
待
の
た
め
能
楽
を
活
用
す
る
こ
と

士
の
た
し
な
み
と
し
て
幼
い
頃
か
ら
能
・
狂
言
に
親
し
ん
で
お

り
、
大
変
に
記
憶
力
の
よ
い
人
間
だ
っ
た
だ
け
に
小
謡
の
こ
と
も

よ
く
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
姿
勢
が
後
に
、
池
内
に

よ
る
虚
構
が
浸
透
す
る
士
壌
を
形
成
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

久
米
は
歴
史
学
に
留
ま
ら
な
い
広
範
な
研
究
を
繰
り
広
げ
た
学

者
で
あ
る
が
、
一
八
九
一
年
に
発
表
し
た
論
文
「
神
道
は
祭
典
の

古
俗
」
が
神
道
家
の
攻
撃
に
遭
い
、
東
京
帝
国
大
学
を
辞
し
て
大

隈
重
信
が
創
設
し
た
東
京
専
門
学
校
（
の
ち
の
早
稲
田
大
学
）
に

さ
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
久
米
は
能
楽
界
に
固
執
す
る
こ
と
な
く
、
「
十
年
の
職

務
は
至
っ
て
不
首
尾
に
終
つ
た
が
、
私
と
し
て
は
肩
の
荷
が
下
り

け
惜
し
み
で
は
な
く
本
音
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

潔
さ
も
久
米
が
能
楽
界
か
ら
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
原
因
の
ひ
と

つ
で
あ
る
と
思
う
。

た
様
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
回
想
す
る
久
米
の
発
言
は
決
し
て
負

で
あ
る
た
め
、
能
楽
界
か
ら
も
「
久
米
如
き
迂
濶
な
男
」
と
非
難

移
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
筆
禍
事
件
を
起
こ
し
た
人
物

こ
れ
に
よ
る
と
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
最
高
の
演
劇
（
つ
ま

に
気
付
い
た
人
物
に
岩
倉
具
視
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

23 

い
。
以
下
に
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

な
演
芸
な
れ
ば
、
其
衰
滅
を
閑
却
す
べ
か
ら
ず
を
痛
感
し
て

居
ら
れ
た
が
、
国
事
多
難
の
間
、
遂
に
演
能
の
再
興
を
図
る

機
会
な
か
っ
た
。
（
略
）

相
当
堪
能
な
楽
師
を
集
め
る
の
が
困
難
で
あ
る
為
、
聖
意
に

添
ふ
事
が
出
来
ぬ
事
情
が
あ
る
を
聞
き
、
岩
倉
公
は
最
早
一

日
も
猶
予
さ
れ
ぬ
と
奮
つ
て
能
楽
会
の
設
立
を
発
企
さ
れ
、

聖
上
の
御
孝
養
の
一
助
と
す
る
目
的
を
以
て
、
広
く
華
族
有

志
の
醸
出
を
勧
誘
し
、
能
舞
台
建
設
の
計
画
が
熟
し
て
き

た。 接
待
の
用
に
供
す
る
を
実
見
し
、
能
楽
は
日
本
で
最
も
高
尚

国
家
の
補
助
を
受
け
て
存
在
し
、
国
賓
を
迎
へ
て
は
、
之
を

岩
倉
右
府
は
欧
洲
諸
国
に
於
て
、
最
高
の
演
劇
は
帝
室
又
は

2
 

2
 

い
た
が
、
久
米
は
晩
年
に
な
っ
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
能
楽
の
価
値
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を
思
い
立
っ
た
岩
倉
が
、
そ
の
再
興
を
意
図
し
、
そ
の
結
果
、
芝

能
楽
堂
が
創
建
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
す

が
に
久
米
も
、
岩
倉
が
オ
ペ
ラ
鑑
賞
を
通
じ
て
能
楽
の
価
値
に
気

付
い
た
と
ま
で
は
言
っ
て
い
な
い
が
、
岩
倉
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
能

楽
再
興
を
意
図
し
た
と
す
る
記
述
は
、
「
能
楽
文
学
講
演
」
と
矛

盾
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
晩
年
の
発
言
だ
け
に
記
憶
に
混
乱
が
見

ら
れ
る
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
能
楽
復
興
を
岩
倉
の
業
績
と
位
置
付

け
よ
う
と
す
る
久
米
の
意
思
が
表
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。
「
岩
倉
の
腰
巾
・
着
」
と
言
わ
れ
た
久
米
の
、
岩
倉
を
陰
な
が

ら
支
え
る
人
物
に
徹
す
る
姿
勢
を
こ
こ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
要
因
も
あ
っ
て
、
久
米
は
能
楽
界
か
ら
忘
れ
去

ら
れ
た
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
『
盛

衰
記
』
は
こ
の
久
米
の
発
言
も
参
照
し
て
書
か
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

能
楽
史
研
究

久
米
が
『
能
楽
』

A
 久

米
邦
武
の
能
楽
研
究

久
米
美
術
館
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
能
楽
・
芸
能
に
か
か
わ
る

久
米
邦
武
の
主
要
な
論
考
・
随
想
は
「
保
儒
俳
優
」
（
「
史
海
』

一
八
九
四
年
三
月
号
）
か
ら
「
中
将
姫
と
当
麻
寺
の
疑
問
」
（
『
能

楽
』
一
九
一
七
年
一
月
号
）
ま
で
、
約
三

0
年
間
に
わ
た
り
六
九

点
が
執
筆
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
『
能
楽
』
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が

四
0
点
と
大
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
『
早
稲
田
文
学
』
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
も
二

0
点
あ
る
。

こ
れ
ら
の
論
考
・
随
想
を
概
観
し
、
久
米
邦
武
の
能
楽
研
究
の

特
徴
に
つ
い
て
以
下
に
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
な
お
久
米
の
能
楽

研
究
を
論
じ
た
近
年
の
論
考
に
大
隅
和
雄
氏
「
久
米
邦
武
と
能
楽

研
究
」
や
天
野
文
雄
氏
「
久
米
邦
武
の
能
楽
研
究
」
が
あ
げ
ら
れ

24 
る。

一
九

0
五
年
一
月
号
に
発
表
し
た
「
能
楽

の
起
源
及
変
遷
」
は
能
楽
の
源
流
を
薩
摩
隼
人
の
舞
に
求
め
た

「
隼
人
起
源
説
」
を
提
唱
し
た
論
文
で
あ
る
が
、
吉
田
東
伍
が

一
九
0
五
年
一
月
に
催
さ
れ
た
第
四
回
文
学
研
究
会
で
こ
の
学
説

N 
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ば
、
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
か
。
な
ぜ
「
能
楽
の
起
源
及
変

を
否
定
す
る
。
こ
の
事
実
が
あ
ま
り
に
も
有
名
な
た
め
久
米
の
能

楽
研
究
に
は
古
色
蒼
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
能
楽
の
起
源
及
変
遷
」
は
不
思
議
な
論
考
で
あ
る
。
と
い
う

の
も
、
一
八
八
一
年
五
月
に
重
野
安
繹
が
能
楽
史
に
関
す
る
講
演

を
学
士
院
会
館
で
行
い
、
そ
の
記
録
「
猿
楽
田
楽
ノ
源
流
」
を

「
風
俗
歌
舞
源
流
考

上
」
と
し
て
重
野
の
名
前
で
『
東
京
学
士

院
雑
誌
』
（
同
年
―
二
月
号
）
に
掲
載
す
る
も
の
の
、
久
米
が
そ

講
演
記
録
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
一
一
人
の
論
考
に
は
と
も
に

「
隼
人
起
源
説
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
池
内
侶
嘉
が
『
盛
衰
記
』

に
言
う
「
重
野
・
久
米
両
博
士
の
手
に
成
っ
た
日
本
歌
舞
源
流
考

26 

の
著
も
こ
の
時
で
あ
っ
た
」
の
「
こ
の
時
」
が
一
八
八
一
年
の
芝

能
楽
堂
創
設
時
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
「
日
本
歌
舞
源
流
考
」

と
は
「
猿
楽
田
楽
ノ
源
流
」
を
意
味
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
重

野
の
名
前
で
発
表
し
た
研
究
に
久
米
が
か
か
わ
っ
て
い
た
と
す
れ

遷
」
を
久
米
は
自
身
の
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
。
久
米
の
能
楽
研
究
は
歴
史
か
ら
始
め
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

の
約
二
五
年
後
に
発
表
し
た
「
能
楽
の
起
源
及
変
遷
」
は
璽
野
の

さ
ら
に
使
節
団
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
二
年
近
く
滞

D
 

用
い
て
「
体
例
」
を
考
察
し
て
い
る
。

こ
に
は
今
後
に
解
明
さ
れ
る
べ
き
課
題
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

多
角
的
に
能
楽
を
考
察
す
る
視
点

歴
史
的
視
点
で
能
楽
を
考
察
す
る
の
み
な
ら
ず
、
作
品
論
・
演

劇
論
を
述
べ
る
も
の
も
多
く
、
久
米
は
多
角
的
に
能
楽
を
考
察
す

る
視
点
を
持
っ
て
い
た
。
結
果
、
論
考
に
扱
う
内
容
は
非
常
に
幅

難
解
な
内
容

久
米
独
特
の
術
語
を
用
い
て
い
る
記
述
や
論
旨
の
飛
躍
が
ま
ま

見
ら
れ
、
理
解
す
る
に
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
が
多
い
。
た
と

え
ば
現
在
、
能
の
構
成
区
分
に
「
段
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る

が
、
久
米
は
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
関
」
と
い
う
語
を

科
学
者
の
視
点

久
米
は
能
楽
を
非
常
に
愛
好
し
て
い
た
が
、
対
象
に
の
め
り
込
む

こ
と
な
く
、
科
学
者
の
視
点
か
ら
客
観
的
に
能
楽
を
論
じ
て
い
た
。

E
 
該
博
な
知
識
の
裏
付
け

久
米
に
は
幼
少
期
か
ら
学
ん
だ
漠
文
の
豊
富
な
知
識
が
あ
り
、

c
 

広
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

B
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ユ
ー
モ
ア
の
精
神

「
能
楽
文
学
講
演
」
に
は
受
講
者
が
よ
く
笑
う
様
子
も
記
さ
れ

F
 

漢
文
の
典
籍
に
あ
る
「
四
浜
浮
磐
准
夷
浜
珠
」
を
〈
海
人
〉
で

在
し
た
点
、
ま
さ
に
博
覧
強
記
の
人
で
あ
っ
た
。

漢
文
の
教
養
を
示
す
例
に
〈
海
人
〉
の
三
つ
の
宝
物
を
扱
っ
た

以
下
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。

次
に
「
興
福
寺
へ
三
つ
の
宝
を
渡
さ
る
る
、
」
と
い
ふ
の
も
、

昔
し
は
四
書
五
経
を
幼
時
に
素
読
さ
せ
ら
れ
て
書
経
の
寓
貢

に
四
浜
浮
磐
准
夷
浜
珠
と
、
記
憶
に
存
じ
て
居
る
耳
に
は
、

恰
も
芦
刈
に
狂
言
が
難
波
の
あ
し
は
伊
勢
の
蛤
と
語
る
を
聞

て
フ
ツ
と
笑
ふ
と
似
て
ゐ
る
。
こ
の
フ
ツ
と
笑
ふ
所
を
興
味

2
 

と
し
た
の
で
あ
ろ
ら
う
。

「
花
原
磐
、
四
浜
石
、
面
向
不
背
の
玉
」
と
言
い
換
え
て
い
る
の

は
、
能
〈
芦
刈
〉
で
「
伊
勢
の
浜
荻
」
を
「
伊
勢
の
蛤
」
と
狂
言

方
が
言
い
換
え
て
言
う
駄
洒
落
に
似
て
い
る
点
が
面
白
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
現
在
、
〈
海
人
〉
を
見
て
、
こ
の
部
分
を
面
白
く
思

う
観
客
が
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

な
ら
ぬ
装
ひ
を
主
と
し
た
る
も
の
な
る
故
に
劇
の
常
理
を
以

す
ら
舞
振
の
美
態
を
撫
で
出
す
に
都
合
よ
く
、
謂
ゆ
る
只
人

た
様
な
も
の
で
あ
る
上
に
、
其
筋
は
夢
幻
に
な
り
て
、
ひ
た

て
お
り
、
次
項
目
に
引
用
す
る
記
述
な
ど
か
ら
も
久
米
の
ユ
ー
モ

ア
に
溢
れ
た
精
神
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

G

歌
舞
の
要
素
の
強
い
能
へ
の
関
心

当
時
の
能
楽
界
は
〈
安
宅
〉
な
ど
劇
的
な
能
を
好
む
雰
囲
気
に

あ
っ
た
が
、
久
米
は
劇
的
な
も
の
よ
り
も
歌
舞
の
要
素
が
濃
い
も

の
が
好
み
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
オ
ペ
ラ
を
見

て
能
楽
を
想
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
能
楽
は
劇
欺
」
は
久
米
の

能
楽
関
係
の
代
表
的
な
論
考
と
言
え
る
も
の
で
、
能
楽
が
歌
舞
伎

の
よ
う
な
劇
的
な
表
現
を
志
向
す
る
演
劇
か
ど
う
か
を
論
じ
て
い

る
部
分
が
あ
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
。

謡
曲
は
詞
と
歌
と
に
て
成
立
ち
、
物
語
と
歌
舞
の
混
合
の
も

の
た
る
に
因
て
、
分
析
論
を
す
れ
ば
藷
預
が
鰻
に
成
か
か
ッ

て
は
摸
捉
さ
れ
ぬ
、
歌
舞
に
偏
よ
ッ
た
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

29 

ら
ぬ
。
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準
備
が
大
詰
め
に
な
っ
た
―

1
0
―
二
年
早
々
、
展
覧
会
の
タ
イ
ト

ル
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
準
備
に
携
わ
っ
た
全
員
が
頭
を
抱

え
た
。
久
米
の
能
楽
関
連
の
業
績
が
制
作
と
研
究
の
両
方
に
ま
た

が
り
、
制
作
に
関
し
て
は
岩
倉
具
視
を
陰
で
支
え
て
い
た
側
面
が

強
く
、
研
究
に
関
し
て
は
興
味
の
対
象
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
て

全
体
像
を
つ
か
み
に
く
く
、
こ
れ
ら
を
的
確
に
示
す
タ
イ
ト
ル
を

考
案
す
る
の
が
困
難
を
極
め
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
慎
重
に
議
論

い
さ
さ
か
楽
屋
落
ち
の
話
題
で
あ
る
が
、
「
久
米
邦
武
展
」
の

ま
と
め
ー
_
久
米
邦
武
が
能
楽
再
興
に
果
た
し
た
役
割

「
物
語
と
歌
舞
」
が
融
合
し
た
能
は
、
「
藷
枚
が
鰻
に
成
か
か
ッ

た
様
な
」
い
わ
ば
不
思
議
な
化
学
反
応
を
起
こ
し
て
、
「
其
筋
は

夢
幻
に
な
り
て
、
ひ
た
す
ら
舞
振
の
美
態
」
を
表
出
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
「
藷
預
が
鰻
に
成
か
か
ッ
た
様
な
」
と
い
う
言
い
回

し
は
能
〈
山
姥
〉
の
ア
イ
や
狂
言
〈
成
上
り
〉
の
太
郎
冠
者
が
語

る
内
容
で
あ
り
、
能
楽
に
関
す
る
久
米
の
知
識
が
知
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
能
楽
の
本
質
を
語
る
際
に
こ
の
よ
う
な
表
現
を
用
い

る
点
に
、
久
米
の
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
セ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

て
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

を
尽
く
し
最
終
的
に
「
久
米
邦
武
と
能
楽
ー
岩
倉
具
視
の
能
楽
再

ブ
レ
ー
ン

興
を
支
え
た
人
物
展
」
に
落
ち
着
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
展
覧
会
で
は
美
術
館
の
努
力
に
よ
り
、
久
米
の
能
楽
界
に

お
け
る
業
績
を
紹
介
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
思
わ
れ
る
。
今
日

の
能
楽
の
隆
盛
を
見
る
と
、
久
米
が
い
な
け
れ
ば
別
の
形
で
存
続

し
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
久
米
が
能
楽
界
に
果
た

し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
久
米
の
能
楽
研

公
開
講
座
「
久
米
邦
武
の
能
楽
ー
岩
倉
具
視
を
支
え
た
博
覧
強

記
」
お
よ
び
本
稿
作
成
に
当
た
っ
て
久
米
美
術
館
か
ら
は
多
数
の

貴
重
な
資
料
の
提
示
を
受
け
る
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
得
た
。

竹
本
幹
夫
先
生
か
ら
は
早
稲
田
大
学
涼
劇
博
物
館
蔵
「
能
楽
会

史
』
な
ど
に
関
す
る
貴
重
な
ご
教
示
を
頂
載
し
、
同
館
に
は
資
料

閲
覧
の
ご
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
小
林
責
先
生
お
よ
び
羽

田
剥
先
生
か
ら
適
切
な
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。
別
府
真
理
子
氏
に

は
編
集
・
校
正
に
関
し
て
お
手
数
を
お
か
け
し
た
。
こ
こ
に
改
め

で
、
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
と
思
う
。

究
の
対
象
は
広
く
、
本
稿
で
も
概
要
に
触
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
の
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佐
賀
藩
出
身
。
歴
史
学
者
。

事。

一
八
七
一
年
か
ら
七
三
年
ま
で
、

口
久
米
邦
武
(
-
八
三
九
＼
一
九
三
一
）

楽
会
の
初
代
会
頭
に
就
任
。
伯
爵
。

な
ど
、
教
育
事
業
に
も
尽
力
す
る
。

一
八
九
六
年
に
発
足
し
た
能

治
家
。
晩
年
に
は
国
学
院
大
学
長
・
東
京
女
学
館
長
を
つ
と
め
る

政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。

一
六
世
宝
生
九
郎
知
栄
に
謡
を
師

に
尽
力
す
る
な
ど
、
明
治
維
新
で
衰
微
し
た
能
楽
を
再
興
さ
せ
た

月
ま
で
欧
米
を
視
察
し
、

の
ち
に
『
航
西
日
乗
』
を
発
表
し
た
。

法
主
の
大
谷
光
螢
に
随
行
し
て
一
八
七
一
一
年
五
月
か
ら
七
三
年
七

一
八
七
一
年
に
右
大
臣
と
な
り

口
岩
倉
具
視
(
-
八
―
一
五
＼
八
三
）

幕
末
•
明
治
前
期
の
政
治
家
。

不
平
等
条
約
改
正
準
備
の
た
め
特
命
全
権
大
使
と
し
て
使
節
団
を

率
い
米
欧
を
視
察
。
七
六
年
四
月
、
自
邸
に
て
行
幸
能
・
行
啓

能
・
台
覧
能
を
、
七
九
年
七
月
に
同
じ
く
自
邸
に
て
グ
ラ
ン
ト
将

軍
嬰
応
能
を
催
し
た
。
七
八
年
七
月
、
英
照
皇
太
后
の
居
所
・
青

山
大
宮
御
所
の
能
舞
台
開
設
、
八
一
年
四
月
、
芝
能
楽
堂
の
創
設

会、

一
九
―
―
五
＼
―
-
六
）
。
高
浜
虚
子
の
実
兄
。

口
成
島
柳
北
(
-
八
三
七
＼
八
四
）

の
発
展
に
寄
与
し
た
。
主
著
に
『
能
楽
盛
衰
記
』
二
巻
（
能
楽

館
の
設
立
、
能
楽
倶
楽
部
に
お
け
る
囃
子
方
養
成
な
ど
、
能
楽
界

が
ヽ

付
録
ー
主
要
人
物
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

口
池
内
信
嘉
(
-
八
五
八
＼
一
九
三
四
）

能
楽
研
究
家
。
郷
里
の
愛
媛
県
で
県
会
議
員
と
し
て
活
躍
す
る

一
九

0
二
年
四
月
に
上
京
し
、
雑
誌
『
能
楽
』
発
刊
、
能
楽

国
後
、
七
八
年
に
太
政
官
か
ら
『
特
命
全
権
大
使
・
米
欧
回
覧
実

記
』
を
発
行
。
太
政
官
編
修
官
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
教
授
と
な

り
近
代
史
学
の
創
出
に
つ
と
め
た
。
九
一
年
「
神
道
は
祭
天
の
古

俗
」
を
発
表
し
筆
禍
を
招
い
て
大
学
を
辞
し
、
九
九
年
、
東
京
専

門
学
校
（
現
、
早
稲
田
大
学
）
に
移
る
。

幕
末
•
明
治
初
期
の
文
人
。
朝
野
新
聞
主
筆
お
よ
び
社
長
を
つ

と
め
る
な
ど
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
東
本
願
寺

□西
岡
途
明
(
-
八
三
五
＼
一
九
―
―
-
）

判
事
。
宮
城
・
長
崎
・
函
館
控
訴
院
長
な
ど
を
歴
任
。
左
院
視

察
団
と
し
て
渡
欧
す
る
。

□土
方
久
元
(
-
八
三
三
＼
一
九
一
八
）

土
佐
藩
出
身
。
農
商
務
大
臣
•
宮
内
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
政

岩
倉
具
視
率
い
る
使
節
団
の
一
員
と
な
り
岩
倉
に
随
行
し
た
。
帰
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久米美術館
kじ＼IE

M訊悶

久米美術館開館30周年記念

2012年6月2日(-1:)_ 7月22日（日）
休館日＝毎週月曜日 (7月16日は開館、7月17日は振替休館）

主催＝久米美術館

特別協力＝武蔵野大学能楽資料センター

協力＝早稲田大学坪内博士記念演劇博物館

後援＝早稲田大学

入湯料＝一般700円／大高生500円／中小生400円I団体割引＝20名以上各50円引き

＊資料リーフレット付き
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久米邦武ど能楽 関連年表 （久米美術館作成）

1839 天保 10 佐賀）＼幡小路に生まれる (0) 1825 岩倉具視、京都に生まれる

1848 弘化 5弘化勧進能が盛大に行われる (9) 

佐賀弘道館にて学ぶ。 1年
1854 安政 元 上級の大隈重信らと共に (15) 1853 ペリー提督、浦賀に上陸

勉学に励む

江戸の昌平坂学問所（昌平
1863 文久 3 羮）入学。翌年退学・帰藩 (24) 

し、鍋島直正の近習となる

1866 慶応 2 長子として桂一郎生まれる (27) 

江戸幕府が崩壊し、能役
藩校弘道館の教諭となる。

1868 明治 元 岩倉家の子弟の九州遊学 (29) 1868 明治維新
者が路頭に迷い始める

に協力

観世清孝が徳川慶喜に随
教諭を辞め、佐賀県権大

1869 明治 2 い静岡に移住。英国エジ
属となる

(30) 
ンバラ公来日

1871 明治 4 
岩倉具視を特命全権大使とする岩倉使節団 横浜を出発。邦武は
随行として参加

1873 明治 6 
3月、ベルリンにてオペラ (34) 1872 新橋・横浜間に鉄道開通
観劇。 9月、帰国

1874 明治 7 
西岡滝明らと観能。能楽 (35) 
師達との交流も始まる

1876 明治
， 岩倉邸にて4月4~6日天

覧能開催
(37) 1877 西南戦争終結

「米欧回覧実記」刊行。
1878 明治 11 青山大宮御所に能舞台建設 オペラと能楽（猿楽）を (39) 

対比した表現が見られる

1879 明治 12 
米国前大統領グラントが (40) 
岩倉邸にて観能

皆楽社（能楽社の前身）が、能楽保護団体として設
1880 明治 13 立。皆楽社約の制定をはじめ、設立準備に邦武が関 (41) 

わったとみられる

1881 明治 14 
能楽社設立（久米邦武は世話人の一員となる）。芝能 (42) 
楽堂設立

岩倉具視没 (59歳）。
1883 明治 16 能楽再興運動は、大きな (44) 

後盾を失う

1886 明治 19 
桂一郎、西洋画修業のた (47) 1889 大日本帝国憲法発布
め渡仏。明治26年帰国

1890 明治 23 能楽社を改組し能楽堂と改称 (51) 

「神道は祭天の古俗」筆禍
1892 明治 25 事件により帝国大学教授 (53) 1894 日清戦争

を辞す

東尽専門学校（現早稲田
1899 明治 32 大学）文学科史学科の講 (60) 

師となる

5月、池内信嘉 愛媛県松山より上凩。 7月、雑誌「能
1902 明治 35 楽』創刊。邦武は、同雑誌に60点近い論文を発表し続 (63) 1904 日露戦争

ける（大正6年まで）

1909 明治 42 吉田東伍校註「世阿弥十六部集」刊行 (70) 

1917 大正 7吉田東伍没 (53歳） (78) 

1922 大正 11 
大隈重信の死去に伴い早 (83) 1923 関東大震災
稲田大学講師を辞任

1925 大正 14 久米邸にて囃子会開催 (86) 

1931 昭和 6 久米邦武没 (91歳）
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久米邦武 主 な 能楽関連論文（久米美術館作成）

保儒俳優 『史海」 32 明治27年 3月

文章の華実 「八絋』 9-13 明治29年 1-5月

謡曲蝉丸に就て（久米邦武・西岡瀧明両氏談） 『能楽』 1 (14) 明治36年 8月

熊野の曲を評解す ク 2 (4) 明治37年 4月

能楽は容易に改む可きものならず談 '， 2 (11) 11月

能楽文学研究会記事（久米博士演説要旨） ', 2 (12) 12月

能楽の起原及変遷 ', 3 (1) 附録 明治38年 1月

能楽文学研究会談話要領（久米邦武君演説） ', 3 (2) 2月

謡の拍子に就て談 ', 3 (7) 7月

能楽の起源に就て談 ', 3 (8) 8月

脇所作の能は古き作ならず談 ', ', '， 

心の鬼 ', 3 (12) 12月

謡の文章（能楽文学研究会演説筆記） ', 4 (2) 明治39年 2月

日本は興り能楽は興らぬとは何ぞ ケ '， ', 

謡曲の次第と昔の曲舞 ', 4 (4) 明治39年 4月

曲舞と白拍子舞 ', 4 (5) 5月

歌舞奨励は戦後の急務 『早稲田文学』 2次 (5) ', 

曲舞と居曲 ', 4 (6) 6月

次第は序歌 1 4 (7) 7月

小歌と段物 ,' 4 (8-10) 8-10月

姿勢の美（能楽研究会席上口演） /9 4 (8) 8月

海士に就て（能楽研究会席上口演） ', ク ケ

鉄輪と絃上 ケ 4 (10) 10月

謡曲の詞と謡と歌 ', 4 (11,12) 11,12月

謡曲の宗教趣味 '， 5 (1-3) 明治40年 1-3月

文学者諸君に望む（能楽研究会席上演説） ', 5 (4) 4月

能楽は劇敷 ケ 5 (6, 8, 910) 6-9月

杜若の唐衣と透額冠 ケ 5 (12) 11月

一声、サシ、クリ、論義ワカの原義 ', 5 (13) 12月

謡曲を組織したる文段の標準 ', 6 (1) 明治41年 1月

那郡に付て謡曲の変格を論ず ', 6 (2) 2月

善知鳥は不可解の妙文 ', 6 (6) 6月

翁の神秘は面にあり ', 6 (7) 7月

猿楽の起源 ケ 6 (8, 9) 8,9月

物語の源流 ', 7 (4) 明治42年 4月

源氏物語の作者及ひ其節（物語の源流続稿） ', 7 (5) 5月



26 

狂言の新18 『能楽』 7 (5) 明治42年 5月
源氏平家両物語と謡曲との関係 ，，， 7 (6) 6月
物語の文学に於る効力及び口上演説 ，， 7 (7) 7月
風俗歌舞の変遷 ，，， 8 (2) 明治43年 2月
岩倉具視公（五）一紅葉館と能楽堂 『やまと新聞』 明治43年12月17日
花見風俗の今昔 「中央公論』 26 (4) 明治44年 4月
能楽の過去と将来 「能楽』 9 (7) 7月
神歌は藤原氏後の作 『能楽画報』 4 (1) 明治45年 1月
新聞の能評 『能楽」 10 (2) 2月
歴史を題材とせる謡曲の価値

10 (6) 6月
ー放談会の所論を評して安宅の価値に及ぶ

', 

神能の意義 ，， 10 (9) 大正元年 9月
，， 10 (12) 12月

見たき能と面白かりし能（三） （アンケート） ，， 11 (5) 大正 2年 5月

目黒漫話（一）趣味 ，，， ，， ク

能楽史 『能楽講義』 1 (6) 6月
古代史と謡曲 「能楽画報』 6 (8) 7月
朝廷の乱舞武家の式楽 『能楽』 11 (8) 8月
鉢木問題ーあら曲もなや放談の人々 l1 11 (10) 10月
時代の推移と家元制度 ', 12 (1) 大正 3年 1月
宝生九郎論猿楽師中唯一人 ，， 12 (3) 3月
目黒漫話（二） ', 12 (7) 7月
巻頭の辞雪鳥君の「能楽」経営と予の希望 1， 12 (10) 10月
欧州戦争より得たる能楽の教訓 ，' 12 (12) 12月
桜間左陣と水谷縫次 ', 13 (1) 大正 4年 1月
山崎楽堂君に答ふ一洋楽の見本棒振について ', 13 (2) 2月
謡曲新作論 ', 13 (4,5) 4, 5月
能楽改良と時代変化ー池内氏に陳謝するの書 ク 13 (7,8) 7, 8月
五節舞と国栖魚 ，， 13 (11) 11月
謡曲白楽天は傑作なり ，， 14 (1) 大正 5年 1月
夕日岡雑話 ，， 14 (9) 9月
中将姫と当麻寺の疑問 ，， 15 (1) 大正 6年 1月

出版元：「能楽J1 (1) -ll (2)能楽館・ 11(3) -18 (4)能楽発行所、「史海』経済雑誌社、

「八絋J立教学校内文学会、『早稲田文学（第2次）』金尾文淵堂、『やまと新聞』やまと新聞社、

『中央公論』反省社、『能楽画報」能楽通信社、『能楽講義』能楽図書研究会
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